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平成２７年１月から７０歳未満の人の高額医療費
自己負担限度額が変わります

７０歳未満の人がいる世帯の高額介護合算療養費も変わります

　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったときに、申請により自己負担限度額を超え

た金額が高額療養費として支給されています。平成２７年１月からは、７０歳未満の人の自己負

担限度額を判定する所得区分が細分化され、それぞれの所得に応じた負担となるように下表

のとおり限度額が変更されます。（住民税非課税世帯や７０歳以上７５歳未満の人の限度額に変更

はありません）

　なお、この変更に伴い、平成２７年１月以降新たに７０歳となる国民健康保険被保険者が属す

る世帯の区分判定の基準も一部見直されます。

■現行　平成２６年１２月まで ■平成２７年１月から

所得区分 ３回目まで ４回目以降 所　得　区　分 ３回目まで ４回目以降

上位所得者
……（Ａ）

１５０，０００円
＋医療費が
　５００，０００円

を超えた場合
は、その超え
た分の１％

８３，４００円

２分化

上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える
……（ア）

２５２，６００円
＋医療費が８４２，０００円

を超えた場合は、
　その超えた分の１％

１４０，１００円

総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下
……（イ）

１６７，４００円
＋医療費が５５８，０００円

を超えた場合は、
　その超えた分の１％

９３，０００円

一　　　般
……（Ｂ）

８０，１００円
＋医療費が
　２６７，０００円

を超えた場合
は、その超え
た分の１％

４４，４００円

２分化

一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下
……（ウ）

８０，１００円
＋医療費が２６７，０００円

を超えた場合は、
　その超えた分の１％ ４４，４００円

総所得金額等が
２１０万円以下
……（エ）

５７，６００円

住民税
非課税世帯
……（Ｃ）

３５，４００円 ２４，６００円
変更なし

　住民税非課税世帯
　……（オ）

３５，４００円 ２４，６００円

７０歳未満の人の自己負担限度額（月額）

７０歳未満の人の合算した場合の限度額（年額）

　医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合は、国民健康保険と介護保険の

限度額をそれぞれ適用した後、自己負担の年額を合算して限度額を超えた金額が申請により

高額介護合算療養費として支給されています。今回の高額療養費の見直しに伴い、下表のと

おり算定基準額などが変更されます。

■現行 ■計算期間＜平成２６年８月～平成２７年７月＞ ■計算期間＜平成２７年８月以降＞

所得区分 限度額 所得区分 限度額 所得区分 限度額

上位所得者 １２６万円

２分化

上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える

１７６万円 上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える

２１２万円

総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下

１３５万円
総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下

１４１万円

一　　般 ６７万円

２分化

一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下

６７万円 一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下

６７万円

総所得金額等が
２１０万円以下

６３万円
総所得金額等が
２１０万円以下

６０万円

住民税　　
非課税世帯

３４万円
変更なし

住民税非課税世帯 ３４万円 住民税非課税世帯 ３４万円

※上位所得者…国保税の算定基礎となる基礎控除後の「総所得金額等」が６００万円を超える世帯
　　　　　　　所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます
※４回目以降…過去１２カ月以内に同一世帯で限度額を超えた支給の回数が４回以上あった場合

問い合わせ先：健康増進課国民健康保険係　　☎２３−３９２７

問い合わせ先：健康増進課国民健康保険係　　☎２３−３９２７

　　　　　　　社会福祉課介護保険係　　　　☎２３−３９６８

国保

国保
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年末年始の窓口等の休業日

平成27年度における市税等の主な改正点

　年末は窓口が大変混雑します。用事がある人は早めに済ませてください。

＊飼い主不明の犬や猫の引き取りは県西讃保健福祉事務所（☎２５−４３８３）で行います。

　１２月２６日（金）から１月４日（日）までは、受け付けできません。

＊そのほかの施設は、各施設へ早めに問い合わせてください。

窓　口　な　ど 休　業　日 注　　意

市
役
所

本庁　　　　　☎２３−３９００

１２月２７日（土）～１月４日（日）
出生・婚姻・死亡などの届け出は、休
み期間中でも受け付けます。（伊吹支所
は除く）

伊吹支所　　　☎２９−２１１１

大野原支所　　☎５４−５７００

豊浜支所　　　☎５２−１２００

ご
み
収
集

観音寺地域
☎２５−２６９８

可燃ごみ １２月３１日（水）～１月４日（日）

ごみは、指定された収集日の指定され
た場所に、当日の午前８時までに出し
てください。前日のごみ出しはできま
せんので、協力をお願いします。

不燃ごみ １２月２９日（月）～１月４日（日）

伊吹地域
☎２９−２１１１
☎２９−２２２４

可燃ごみ・
不燃ごみ

１２月２７日（土）～１月４日（日）

大野原地域
☎５４−５７００

可燃・不燃・
資源ごみ

１２月３１日（水）～１月４日（日）

豊浜地域
☎５２−１２００

可燃ごみ １２月３１日（水）～１月４日（日）

不燃・資源ごみ １２月２７日（土）～１月６日（火）

持ち込みごみ
　　　生活環境課　　☎２５−２６９８

１２月２７日（土）～
　１月１２日（祝・月）　

１月は１３日（火）から受け付けします。
土・日曜日、祝日以外の午前１０時から
午後２時までに搬入してください。

火
葬
場

燧望苑　　　　☎６７−５６５０ １月１日（祝・木）・２日（金）

伊吹　　　　　☎２９−２１１１ １２月２７日（土）～１月４日（日）

く
み
取
り

観音寺地域　　☎２３−１４３８

１２月２７日（土）～１月４日（日）
年末のし尿くみ取りは、必ず１２月１２日
（金）までに申し込んでください。

大野原地域　　☎５４−２０６８

豊浜地域　　　☎５２−２４５８

図
書
館

中央図書館　　☎２３−３９６０

１２月２９日（月）～１月３日（土）大野原図書館　☎５４−５７１５

豊浜図書館　　☎５２−１２０６

　　　のりあいバス　☎２３−３９２４ １２月２９日（月）～１月３日（土） 伊吹線は☎２９−２１１１へ

　　　萩の湯　　　　☎５４−５５５５   年末年始は、休まず営業

　平成２６年４月１日から平成２９年１２月３１日までの間に入

居した人（住宅ローンの控除の適用を受けることができ

る人）のうち、所得税で控除しきれなかった額を下の表

の控除限度額の範囲内で住民税から控除します。

　上場株式等に対する税率は、

平成２５年１２月３１日までは１０％

（所得税７％、住民税３％）の

軽減税率が適用されていまし

たが、平成２６年１月１日に、こ

の軽減税率が廃止され従来の

２０％（所得税１５％、住民税５

％）の税率に戻りました。

※ただし、所得税については、

平成２５年１月１日から平成４９

年１２月３１日までの２５年間、復

興特別所得税が加算されます。

税務課市民税係　☎２３−３９２２

入居時期
平成２５年中
（現行）

平成２６年１月

～
平成２６年３月

平成２６年４月１日

～

平成２９年１２月３１日

住民税の
控除限度額

所得税の課税総
所得金額等の５％

（最高９７，５００円）
同左

所得税の課税総
所得金額等の７％

（最高１３６，５００円）

住宅借入金等特別税額控除の拡充等 上場株式等の軽減税率の廃止
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　国
際
連
合
は
、
昭
和
２３
年
１２

月
１０
日
の
第
３
回
総
会
で
、
世

界
に
お
け
る
自
由
や
正
義
、
平

和
の
基
礎
で
あ
る
基
本
的
人
権

を
確
保
す
る
た
め
に
、
全
て
の

人
民
と
全
て
の
国
と
が
達
成
す

べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
世

界
人
権
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　昭
和
２５
年
１２
月
４
日
の
第
５

回
総
会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
日
の
１２
月
１０
日

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
全
て

の
国
連
加
盟
国
や
関
係
機
関
が
、

こ
の
日
を
祝
賀
す
る
日
と
し
て
、

人
権
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

諸
行
事
を
行
う
よ
う
に
、
要
請

す
る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　日
本
で
は
、
法
務
省
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
同

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
昭
和
２４
年
か
ら
毎
年

１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
１

週
間
を
、「
人
権
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
国
内

の
い
ろ
い
ろ
な
所
で
人
権
尊
重

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
地
域
の
催
し
に

参
加
し
て
、
「
思
い
や
り
の
心
」

や
「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
に

つ
い
て
、
も
う
１
度
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

第
十
一
条

　国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的

人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
。

第
十
四
条

　す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に

平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地

に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、

又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い

平
成
２６
年
度
啓
発
活
動
年
間
強

調
事
項
（
１７
項
目
）

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

・
障
が
い
が
あ
る
人
の
自
立
と

社
会
参
加
を
進
め
よ
う

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

人
権
問
題
に
取
り
組
も
う

　ど
の
課
題
も
大
変
重
要
で
、

早
期
の
解
決
が
必
要
で
す
。

　人
権
は
、
人
間
ら
し
い
幸
せ

な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
権

利
で
す
。
お
互
い
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明
る
い

世
の
中
に
し
た
い
も
の
で
す
。

第
一
条

　す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
理
性

と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て

行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

　す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚

の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政

治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的

若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、

門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は
こ
れ

に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ

る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、

こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の

権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

平成２６年度啓発活動重点目標

～考えよう　相手の気持ち　
　　　育てよう　思いやりの心～

みんなで築こう 人権の世紀

人権課　☎２３−３９２８

第６６回人権週間

１２月４日～１０日

世界人権デー

１２月１０日

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

日
本
国
憲
法

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

世
界
人
権
宣
言
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　差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
な
ど
）、
借
地
や
借

家
問
題
、
外
国
人
の
人
権
問
題
、

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
、
人
権
相
談
（
日
時
や
場

所
は
、
２１
ペ
ー
ジ
の
相
談
あ
れ

こ
れ
で
確
認
）
や
地
元
の
人
権

擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

　人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

　差
別
や
人
権
侵
害
の
な
い
地

域
や
職
場
づ
く
り
の
た
め
、
自

治
会
の
会
合
や
職
場
研
修
に
、

講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

　人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

○

法
定
代
理
人
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
資

格
を
証
明
す
る
書
類
と
法
定

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

○

代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類

通
知
対
象
の
証
明
書

 

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

・
住
民
票
の
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附

票
、
改
製
原
を
含
む
）

・
戸
籍
の
謄
・
抄
本
（
除
籍
、

改
製
原
を
含
む
）

・
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
書

交
付
の
通
知

　交
付
通
知
書
に
は
、
次
の
４

項
目
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

①
交
付
し
た
日

②
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類

（
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本

等
）

③
交
付
枚
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別

（
本
人
等
の
代
理
人
、
そ
れ
以

外
の
第
三
者
）

市
民
課
市
民
係

　☎
２３

−

３
９
２
４

事
前
登
録
が
で
き
る
人

・
本
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
除
籍
を
含
む
）

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人
（
除
票
を

含
む
）

登
録
方
法

　本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
や
各
支
所
の
窓
口
で
登

録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
住
民
登
録
地
が
本
市
以
外
の

人
や
病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
直
接
窓
口
で
手

続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
郵
送

に
よ
る
手
続
き
も
で
き
ま
す

登
録
に
必
要
な
も
の

○

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
な
ど
）

　市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
情
報

の
権
利
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
票
の
写
し
等
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
と
き
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
交
付
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職

員
に
よ
る
電
話
人
権
相
談

１２
月
４
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
９
時

☎
０
１
２
０

−

４
５
９

−

７
３
７

人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

　北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
「
拉
致
」

な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
関
心
や
認
識
を
深
め
ま
し
ょ

う
。　人

権
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
上
映
、

作
品
展
示
等
の
人
権
啓
発
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

１２
月
７
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
・

高
松
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
・
ア

ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル

人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

相
談
電
話

人
権
相
談
な
ど
で

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

人
権
出
前
講
座

四
国
一
斉
12
時
間

　
　
　
電
話
人
権
相
談

登
録
し
ま
し
た
か
？

　
　
　登
録
型
本
人
通
知
制
度

人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

12
月
10
日
～
16
日

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　
　
　
　
啓
発
週
間

本人通知制度登録者数
平成２４年度 ４５９件

平成２５年度 ４８７件

平成２６年度 １７４件

合　計 １，１２０件

※平成２４年度：実施開始月の７月からの件数
　平成２６年度：９月３０日現在の件数
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市職員の給与等の状況

秘書課人事係　☎２３−３９１５

　職員の給与費は、人事院勧告や他の地方公共団体との均衡を

考慮して、条例で定められています。平成２５年度の市職員の給

与等の状況について、その概要をお知らせします。

①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

観音寺市 ４６．４歳 ３４万６，４７６円 ３９万３，５８３円

香川県 ４４．５歳 ３４万２，７１９円 ４０万９，９３５円

国 ４３．１歳 ３０万７，２２０円
（３３万２，４４６円） −

②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

観音寺市 ５３．３歳 ３５万５，３７４円 ３８万２，４１７円

香川県  ５３．４歳 ３４万２，４５４円 −

国 ４９．９歳
２７万２，１１９円

（２８万６，８５０円）
−

　（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　　２　職員数は、平成２５年４月１日現在の普通会計の人数で、全職員ではありません。

③教育職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

観音寺市小 ･ 中学校
幼稚園教育職

４１．４歳 ３１万　　４５３円 ３３万５，９２８円

香川県小 ･ 中学校
幼稚園教育職

４５．４歳 ３８万１，８８７円 ４１万５，１８１円

１　「平均給料月額」は、平成２５年４月１日

現在の職種ごとの職員の基本給の平均

２　「平均給与月額」は、給料月額と毎月支

払われる扶養手当、住居手当、時間外勤

務手当などの全ての諸手当の額を合計し

たものです。

３　国家公務員欄の「平均給料月額」の（　）

は、給与改定特例法の措置がない場合の

金額（減額前）です。

（１） 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５年度）

（２） 職員給与費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５年度）

（３） 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況　（平成２５年４月１日現在）

（平成２５年４月１日現在）

区　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職
大学卒 ２５万４，３３３円 ３０万９，０５０円 ３５万６，４２５円

高校卒 − − ３０万１，８００円

（注）「−」は、当該経験年数の職員が在職していないことを表して
います。

（４） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

 住民基本台帳人口
（平成２５年度末） 歳出額 （Ａ） 実質収支 人件費Ｂ 人件費率

（Ｂ／Ａ）
平成２４年度の

人件費率

６万２，８０５人 ２６０億６２４万７千円 ４億４，０２６万７千円 ３８億７，３３３万８千円 １４．９％ １８．１％

職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 １人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

Ｈ２４年度１人
当たり給与費給　 料 職員手当 期末・勤勉手当    計（Ｂ）

３９９人 １４億９，１０１万６千円 １億６，５３９万５千円 ５億５，９６５万６千円 ２２億１，６０６万７千円 ５５５万４千円 ５８５万２千円

○職員の給与に関すること

○職員数の推移

0

100

200

300

400

500

600 568
543 527 509 485

459

H20 　H21 　H22 　H23 　H24 　H25

職員数
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区　分 給料月額等

給
料

市　長 ８５万２，３００円（９４万７，０００円）

副市長 ６５万７，０００円（７３万円）

教育長 ５８万５，９００円（６５万１，０００円）

報
酬

議　長 ５３万９，０００円 

副議長 ４６万５，０００円

議　員 ４３万円

期
末
手
当

市　長

（平成２５年度支給割合）
６月期１．４０月分
１２月期１．５５月分
　計　２．９５月分

副市長

議　長

副議長

議　員

退
職
手
当

市　長 退職時の給料月額の５００／１００

副市長 　　　　　〃　　　３５０／１００

教育長 　　　　　〃　　　２５０／１００

区　分
観音寺市 香川県 国

期末 勤勉 期末 勤勉 期末 勤勉

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

６月期 １．２２５月分 ０．６７５月分

同じ 同じ１２月期 １．３７５月分 ０．６７５月分

計 ２．６０月分
（１．４５）月分

１．３５月分
（０．６５）月分

職制上の段階、
職務の級等に
よる加算措置

有 有 有

平成２５年度
１人当たり
平均支給額

１４３万５千円 １５８万４千円 −

区　　分 観　音　寺　市 国

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 ２３．０３月分 ２８．７８７５月分

同じ

勤続２５年 ３２．８３月分 ３８．９５５月分

勤続３５年 ４６．５５月分 ５５．８６月分

最高限度額 ５５．８６月分 ５５．８６月分

その他の
加算措置

定年退職前加算措置
（２～２０％）

平成２５年度
１人当たり
平均支給額

２２９万３千円 ２，２８２万６千円 −

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に
支給された平均額です。

（注）（　）内は、再任用職員の支給割合です。

（注）職員数は一般職（常勤の教育長を含む）
に属する職員数です。

　　［　　］内は、条例定数の合計です。

区　分
部　門

平成２５年
職員数

対前年
増減数

普

　通

　会

　計

　部

　門

一

　般

　行

　政

　部

　門

議　　会 ５ ０

総務企画 ７６ △８

税　　務 ２５ △１

民　　生 ８９ ８

衛　　生 ５０ △６

労　　働 ０ ０

農林水産 ２１ １

商　　工 ８ ０

土　　木 ２９ △２

計 ３０３ △８

教 育 部 門 ９７ △１０

消 防 部 門 ０ ０

小　　　　計 ４００ △１８

　会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　　　道 ２０ △３

下 　 水 　 道 ７ △１

交　　　　通 ４ △１

そ 　 の 　 他 ２８ △３

小　　　　計 ５９ △８

合　　計 ４５９
［５００］

△２６
［０］

（１）部門別職員数の状況　（単位：人） （２）年齢別職員構成の状況

25

20

15

10

5

0
60
歳
以
上

56
歳
～
59
歳

52
歳
～
55
歳

48
歳
～
51
歳

44
歳
～
47
歳

40
歳
～
43
歳

36
歳
～
39
歳

32
歳
～
35
歳

28
歳
～
31
歳

24
歳
～
27
歳

20
歳
～
23
歳

20
歳

　未
満

%

歳

（３）級別職員数等の状況

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事・技師 ５２人 １１．４％

２級 主事・技師 ３４人 ７．４％

３級 係長・主任 ８９人 １９．４％

４級 主査 １３４人 ２９．３％

５級 課長補佐・副主幹 １１１人 ２４．２％

６級 部長・参事・課長・主幹 ３８人 ８．３％

計 ４５８人 １００．０％

（注）給料の（　）は、減額措置を行う前の金
額です。

（注）観音寺市の給与条例に基づく給料表の級区分による
職員数（教育長を除く）です。

　　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代
表的な職務です。

○職員の手当の状況　（平成２５年４月１日現在）

○職員数　（平成２５年４月１日現在）

○特別職の報酬等の状況
（平成２５年４月１日現在）

構成比

５年前の構成比
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　年
末
年
始
は
、
慌
た
だ
し
く

交
通
量
の
増
加
や
、
飲
酒
の
機

会
が
増
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
重

大
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
、

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
飲
酒
運
転
の
根
絶

３
交
差
点
や
交
差
点
付
近
で
の

交
通
事
故
防
止

４
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

　高
室
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

が
、
交
通
安
全
を
願
い
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
一
生

懸
命
作
成
。
１０
月
２８
日
に
、
啓

発
チ
ラ
シ
と
一
緒
に
「
交
通
安

全
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」

と
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

俳句絵手紙作品展

あ
な
た
が
手
本

　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
合
言
葉

交通死亡事故の抑止
毎
月
５
日

　
高
齢
者
交
通
安
全
日

　
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
日

毎
月
２０
日

　
県
民
の
交
通
安
全
日

　子どもたちの俳句を絵手紙風に仕上げた作品展

です。俳句と絵手紙のコラボレーションをぜひ見

にきてください。

１２月８日（月）～１８日（木）

（土・日曜日閉庁　最終日は午後３時まで）

市役所本庁ロビー

１２月１９日（金）～平成２７年１月１１日（日）

（月、祝日、年末年始は休館）

共同福祉施設展示ホール

平成２７年１月１４日（水）～２０日（火）

（月曜日は休館、最終日は午後２時まで）

大野原図書館

平成２７年１月２１日（水）～２５日（日）

豊浜図書館

　　　　生涯学習課☎２３−３９４３

平成２７年１月１１日（日）

受付：午後０時３０分～

式典：午後１時～

観音寺グランドホテル

・平成６年４月２日から平成７年４月

１日までに生まれた人で、市内に住

所や帰省先がある人

・市内の小・中学校に在籍したことが

ある人

恩師からのビデオメッセージ、記念式

典、記念撮影

案内状は市内に住所がある人に送付し

ます。案内状が届かなくても、該当す

る人はぜひ出席してください。

　　　生涯学習課

　　　　　　☎２３−３９４３

１２月１０日～
　平成２７年１月１０日

年末年始の
交通安全県民運動

市民課市民生活係

☎２３−３９２４

日時

日　時

注　意

内　容

場　所

日時

日時

日時

場所

場所

場所

場所

問い合わせ先

問い合わせ先

対象者

成人式のご案内

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市内の交通事故　１０月分

発生件数 ４２件（４１件）

死 者 数 　０人（　１人）

傷 者 数 ５４人（５０人）

（　）内は昨年
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食育コーナー

　学校給食献立の作成ポイントの一つに「彩り」があり

ます。栄養面で満点であったとしても、まず「おいしそ

う」と思ってくれるような料理でなければなりません。

子どもたちの食事で「おいしさ」も、食育を進めていく

上で欠かせないものです。そのためには、地元でとれた

季節のいろいろな食材を使って作っています。

　特に野菜には、体に欠かせない「栄養素」だけでなく、

生活習慣病予防に役立つ働きをする「機能性成分」が豊

富に含まれていますので、意識して組み入れています。

★古代米入りごはん　★鶏肉とクリのじぶ煮
★食べて菜のおひたし　★豆腐のみそ汁
★ミカン　★牛乳

献立（観音寺学校給食センター）

料理の彩りも、栄養の一つ

学校給食課　☎５７−６６６０

（４人分）材　料

鶏肉（もも・むね）３００ｇ、塩・コシ

ョウ・ショウガ少々、酒小さじ２、片

栗粉・油少々、クリ甘露煮７０ｇ、枝豆

むき実（冷凍可）３０ｇ、調味料（砂糖

大さじ１．５、しょうゆ大さじ１．５、酒

小さじ１、水大さじ１）

作り方

❶鶏肉に塩・コショウ・ショウガで下味をつけた後、

片栗粉をまぶし、から揚げにする。

❷栗はカットし、枝豆は熱湯に通しておく。

❸調味料をひと煮立ちさせ❶をからめ、❷を加えて

やさしく混ぜ合わせる。

☆じぶ（治部）煮は石川県の郷土料理で、本来は鴨

肉に小麦粉をまぶし、調味料と野菜の中で煮たも

のですが、学校給食調理用にアレンジしています。

岡 本 倖
こう

芽
め

ちゃん

父 克己さん　　母 宏美さん
（観音寺町）

三 野 悠
ゆ

月
づき

ちゃん

父 誠さん　　母 真由美さん
（植田町）

満１歳の子どもを募集

平成２５年１２月生まれ

　１２月１日から、３月生まれの子ども

を募集します。応募多数の場合は先着順

になります。

　　　問い合わせ先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

永 井 悠
はる

翔
と

ちゃん

父 瑞樹さん　母 栄理加さん
（出作町）

横 田 苺
も

杏
あ

ちゃん

父 宣明さん　　母 聖子さん
（三本松町）

木 下 陽
よう

太
た

ちゃん

父 英之さん　　母 章恵さん
（本大町）

 
 

荻 田 義
よし

大
ひろ

ちゃん

父 博之さん　　母 佳菜子さん
（高屋町）

鶏肉とクリのじぶ煮
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　オ
フ
ト
ー
ク
放
送
の

機
器
の
調
子
が
悪
く
、

契
約
を
取
り
消
し
た
い
。
手
続

等
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ

ー
ビ
ス
は
、
平
成
２７
年

２
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
発
表
さ
れ
、
契
約

し
て
い
る
各
家
庭
に
も
サ
ー
ビ

ス
終
了
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　機
器
の
調
子
が
悪
い
な
ど
で

契
約
を
解
除
す
る
場
合
は
、
機

器
を
取
り
外
し
て
、
印
鑑
を
時

参
の
上
、
大
野
原
支
所
ま
た
は

豊
浜
支
所
へ
廃
止
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
廃
止
届
を
提
出

し
な
い
と
、
使
用
料
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　秘
書
課
☎

　２３

−

３
９
１
５

　各
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
海
抜
○
㍍
」
表

示
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
設
置

し
て
い
る
の
か
。

　市
内
の
公
共
施
設
を

中
心
に
、
目
に
つ
き
や

す
い
場
所
４０
カ
所
に
海
抜
表
示

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
皆
さ
ん
に
土
地
の
高
さ
や
避

難
の
必
要
性
な
ど
を
把
握
し
て

い
た
だ
く
目
安
と
す
る
た
め
に

設
置
し
ま
し
た
。
津
波
な
ど
が
、

そ
の
高
さ
ま
で
達
す
る
こ
と
を

表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　危
機
管
理
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　高
齢
に
な
っ
て
農
地

を
管
理
す
る
の
が
困
難

に
な
り
、
農
地
を
誰
か
に
預
け

た
い
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　農
地
を
預
け
た
い
人

が
公
益
財
団
法
人
香
川

県
農
地
機
構
に
登
録
し
、
受
け

手
に
な
る
担
い
手
農
家
と
の
条

件
が
あ
え
ば
預
け
る
こ
と
が
出

来
る
制
度
（
農
地
中
間
管
理
事

業
）
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し

い
制
度
で
、
農
地
の
貸
し
借
り

に
お
け
る
中
間
受
け
皿
に
な
る

農
地
中
間
管
理
機
構
が
整
備
さ

れ
、
香
川
県
で
は
公
益
財
団
法

人
香
川
県
農
地
機
構
が
そ
の
業

務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
公
的
機

関
で
あ
る
機
構
が
仲
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
地
の
出
し
手
と

受
け
手
に
な
る
担
い
手
農
家
双

方
が
安
心
し
て
農
地
の
売
買
や

貸
借
の
取
り
引
き
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
６

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
１

　農
地
の
状
況
等
に
よ
り
、

借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　介
護
認
定
を
受
け
た

後
に
状
態
が
悪
化
し
た

場
合
に
、
要
介
護
度
は
ど
う
な

る
か
？

　要
介
護
（
要
支
援
）
認

定
の
有
効
期
間
中
に
心

身
の
状
況
に
よ
り
介
護
の
度
合

い
に
変
化
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

量
変
更
の
必
要
性
が
あ
る
場
合

は
、
要
介
護
（
要
支
援
）
状
態

区
分
の
変
更
の
認
定
を
受
け
る

た
め
の
「
変
更
申
請
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　新
規
の
要
介
護
認
定
申
請
と

同
様
に
本
人
や
家
族
が
市
社
会

福
祉
課
介
護
保
険
係
の
窓
口
に
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人

や
家
族
が
申
請
で
き
な
い
場
合

に
は
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

に
申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　「
変
更
申
請
」
を
す
る
と
、
改

め
て
審
査
（
調
査
）・
判
定
を
行

い
ま
す
。

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

農地の出し手農地の受け手

公益財団法人
香川県農地機構

☎０８７−８３１−３２１１

農業を始めたい！
農地を借りたい！

農地を売りたい…
農地を借したい…

注
意
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　最近、もの忘れやうっかりミスが気になりませんか。認知症は、こうした症状が

ひどくなって自立した生活が難しくなっていく病気です。研究の進歩から、食べ物

に気をつけたり、運動をしたり、頭を使う生活をすると認知症にならずにすんだり、

認知症になる時期を遅らせることができる可能性があることが分かってきました。

いきいき健康ひろば

大野原いきいきセンター２階

　運動器具を使って自分のペースで健康、

体力づくりをしています！一緒にいい汗

を流しませんか！時間などは保健カレン

ダー（２２ページ）を見てください。

大野原支所☎５４−５７００

Ｑなぜ有酸素運動が認知症の予防に効果的なの？

・脳の血流が増え、たくさんの酸素が取り込まれ、

脳が活性化されるから

Ｑ有酸素運動ってどんな運動？

・ウオーキングや水泳、体操、サイクリングなどのよ

うに、体に酸素を取り込みながら行う運動のこと

☆野菜・果物を食べよう！

　野菜や果物に含まれるビタミンＣ（レモン、イチ

ゴ、ジャガイモ、キャベツなど）ビタミンＥ（アボ

ガド、カボチャ、サツマイモ、春菊など）ベーター

カロチン（青ネギ、アスパラガス、オクラなど）に

は、抗酸化作用があり、認知症の予防に効果的です。

☆魚を食べよう！

　特に、サバなどの青魚に含まれているＤＨＡやＥ

ＰＡ（不飽和脂肪酸）は、脳の神経伝達を良くし、脳

の血行が良くなる働きがあります。

　①毎日３食を食べる

　②適度な水分補給

　③腹８分目の程よい量

　④塩分・油・飲酒は控えめに

　認知症になる前から低下し始める脳

の機能は、次の３つです。これらの機

能を生活の中で鍛えることが、認知症

の予防に効果的だと考えられます。

　旅行や料理、パソコン、囲碁・将棋、園芸などを

趣味としている人は、認知機能に関わる日常生活能

力が低下していないことが分かっています。

☆日常生活に音楽を取り入れる

　音楽は感情や記憶を活性化します。

・思い出の曲を聴いたり、口ずさんだりする

・簡単な楽器（大正琴など）の演奏をする

☆書く習慣を続ける

　考えや感情を整理でき、言葉を思い出そうとして

脳に刺激を与えます。

・日記を付けたり、習字を書いたりする

・詩や俳句、川柳を作る

☆会話は脳を元気にする効果が高い！

１　エピソード記憶（体験を記憶として思い出す機能）

・買った物を思い出して家計簿をつける

・２日遅れの日記をつける

２　注意分割機能（適切に注意を配る機能）

・料理を一度に何品か同時進行で作る

・相手の表情や気持ちに注意を向けながら人と話す

３　計画力（段取りを考えて実行する能力）

・旅行の計画を立てる

・効率の良い買い物の順序を考える

・計画力をよく使う囲碁や将棋などをする

　散歩、ペタンク、グランドゴ

ルフなど、自分の体調にあわせ

て、週に３～５回、２０分以上の

運動をしましょう。

★継続することが大切です★

★バランスよく食べましょう★

１　有酸素運動をしよう！

２　どんな食べ物が効果的なの？

３　頭を使う生活をしよう！

４　どんな趣味や活動が効果的？

地域包括支援センター　☎２５−７７９１

認知症に強い脳を作ろう！！

一緒に運動しませんか

～認知症を防ぐため今日からできること～

食事は脳や体を

元気にします！
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　大腸がんは、部位別がん死亡数で、女性で

１番目、男性でも３番目に多いがんです。早

期には、ほとんど自覚症状がありません。

　ぜひこの機会に検診を受けてください。

１２月３１日（水）まで（診療時間内）

観音寺市内・三豊市内の検診実施医療機関

問診、便潜血検査２日法

無料クーポン対象者（平成２６年度に４１歳、

４６歳、５１歳、５６歳、６１歳になる人）

大腸がん検診無料クーポン券、健康保険証、

大腸がん検診受診票（持っている人）

受診する医療機関

無料クーポン券を紛失した人は、事前に保

健センターで再発行の手続きが必要

保健センター　☎２３−３９６４

１２月３１日（水）まで（診療時間内）

観音寺市内・三豊市内の指定医療機関

子宮頸部細胞診

平成２６年度に２０歳以上になる人で、昨年度

に検診を受けていない人（申し込みがまだ

の人は、連絡してください。）

子宮頸がん医療機関検診受診票、健康保険

証、診察券（持っている人）

２，１００円（６９歳以下）、５００円（７０歳以上）

無料クーポン対象の人は、平成２７年２月２８

日（土）まで検診が受けられます。

　保健センター　☎２３−３９６４

１２月２２日（月）午後１時３０分～午後３時

保健センター

歯周病予防についての話、正しいブラッシ

ングの仕方など

先着３０人

平成２６年度歯周疾患検診で要指導または要

精検と判定された人

１２月１５日（月）まで

歯科検診結果のお知らせ（クリーム色の紙）

　保健センター　☎２３−３９６４

１２月６日（土）午前９時～午後１時

一ノ谷公民館

一ノ谷地区献血推進協議会

１２月１４日（日）午前９時３０分～正午、午後１

時～午後３時　　柞田構造改善センター

柞田地区献血推進協議会

観音寺中央ライオンズクラブ

　野菜をたっぷり入れた香川の郷土料理「打

ち込みうどん」を作ります。粉からうどんを

作ってみませんか？

１２月１２日（金）午前９時３０分～午後１時

保健センター

１２月１６日（火）午前９時３０分～午後１時

豊浜福祉会館

各教室３０人（定員を超えた場合は抽選）

２００円、エプロン、三角巾

各教室１週間前まで

市食生活改善推進協議会

　保健センター　☎２３−３９６４

持

持

持

数

受

●食べて治して、ハッピーライフ

１２月１２日（金）午後２時～午後３時

風邪・肺炎・インフルエンザ／老化と嚥
えん

下
げ

１２月１９日（金）午前１０時～正午

高齢者の食をサポート

●腎臓病教室（調理実習・冬メニュー）

１２月１８日（木）午前１０時３０分～午後０時３０分

「蛋白質をおさえても美味しいメニュー」

「減塩でも工夫次第でおいしく食べられる」

腎センター（内線１３６０）

●夜間糖尿病教室

１２月１１日（木）午後６時～午後７時

歯周病と糖尿病の悪循環について

●男性の調理実習

１２月３日（水）午前１０時～午後０時３０分

野菜たっぷり鍋

調理実習は実費６００円が必要

各教室予約が必要

　同病院健康管理センター ☎５２−２７２６

みとよサプリ
１２月６日（土）午後１時～午後３時

「出張みとよサプリ」健康に関する悩みや疑

問に専門職が対応　　ゆめタウン三豊

同病院　　☎５２−３３６６

三豊総合病院健康教室

料

料

注

注

注

健康
だより

大腸がん無料検診は１２月末で終了

子宮頸
けい

がん医療機関検診

歯ッスル教室

献血に協力してください

男性料理教室

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

持参物持 問合先申込先注意注

主催主

人数

持

主

主

主
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今よりも プラス１０分
体を長く動かしましょう！！

★たとえば…

　○ つま先立ち

　○ スクワット

　○ 片足立ち

　　・転倒しないように、つかまる物がある

場所で行いましょう

　○ 椅子に座ってする膝の曲げ伸ばし

　　　　　　　　　　　　  （片方ずつ・両方）

　○ ルームウオーキング

　　・室内で約３分間を目安に軽く足踏みを

しましょう

　　・腕をよく振り、膝をあげるようにしま

しょう

　○ ラジオ体操

★その他にも…

　○ いつもより歩幅を５㎝広く歩いてみまし

ょう

　○ いつもより長い距離を歩いてみましょう

元気印のかんおんじ２１  第２次ヘルスプランの推進
健康増進計画・食育推進計画 身体活動・運動グループ

「貯筋カード」を使って楽しく運動を続けませんか？
（達成賞もあります。お楽しみに♪）

　「広報かんおんじ」６月号では、運動が

できたらチェックをつける「貯筋カード」

を紹介しました。

　貯筋カードは各地区公民館、歯科医院、

保健センター等に、貯筋カードの入った

ポスターを掲示して配布しています。

保健センター☎２３−３９６４

☆平成２４年度のヘルスプランのアンケート

結果では、６０歳以上の人は運動への意識

が高く、積極的に運動している人が多く

いました。

☆運動不足を感じている人は男性が３０～５０

歳代、女性が４０～５０歳代の人に多い結果

が出ています。

☆運動ができない理由

　「時間がない」、「疲れているから」という

理由が多いようです。

　これらの世代の人にも継続的な運動を続

けていただきたいと思います。

　ぜひ１日１０分からできる貯筋カードを使

って、運動をしてみてください！

５０歳代………２人　　６０歳代………４人

７０歳代………８人　　８０歳代………２人

年齢未記入…１人　　（素晴らしいですね！）

✿年齢別内訳✿

　４月から配布を始めた「貯筋カード」

で、１７人（１１／５日現在）が１００日の運

動を達成！１００日の運動を達成し「貯筋

カード」を持参した人に、達成賞をお渡

ししています。達成したカードは保健セ

ンターや各地区公民館で回収しています。

✿達成した人を地区別に比較✿
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　第１３回三楽クラブ運動会が大野原会館でにぎやかに
開催され、６５歳から９２歳の参加者５３０人が爽やかな汗
を流しました。競技は、輪投げや玉入れ、趣向を凝ら
した糸巻き競争や風船引き競争など１０種目。「年に１回
みんなに会えるのがうれしい」「家のことはすっかり忘
れて楽しんでいます」と、和やかな雰囲気の中で仲間
とともにスポーツの秋を楽しんでいました。

　「お肉は赤色。じゃあこれは？」一ノ谷幼稚園で食生
活改善推進協議会の会員が食育劇や「野菜で元気！」の
紙芝居、野菜クイズ、栄養の歌などを通して食育の大
切さを園児たちに伝えました。会員の元気で楽しい呼
びかけに子どもたちは、大きな声で歌ったり答えたり。
その後、ギョウザの皮ではさみ焼きとキャベツのカレ
ースープを作り、おいしくいただきました。

温かい声援と拍手で笑顔の運動会

野菜を食べて元気もりもり！21
10

23
10

14
10

15
10

23
10

　伊吹中学校生徒１０人が特別養護老人ホーム楽陽荘を
訪問し、施設体験学習をしました。入所者約８０人と玉
入れやボール運びなどを楽しんだり、自慢のダンスを
披露したりしました。午後からはケーキとお茶の配膳
や食事の介助を行うなど、介護の実際を学びました。
入所者も子どもたちと触れ合い、昔話に花を咲かせる
など、生き生きとうれしそうな様子でした。

　大野原保育所で、２歳児５２人と普段園庭のお世話を
してくれているシルバー人材センターの会員、大野原
中学校職場体験生が一緒に芋ほりを楽しみました。０
歳児や１歳児が見守る中、２歳児の子どもたちが「う
んとこしょ、どっこいしょ」と掛け声をかけながら力
いっぱいツルを引っ張ると、サツマイモが顔を出し、
あちらこちらで大きな歓声が上がっていました。

みんなで大きなお芋を掘ったよ

体験を通して共に生きることを学ぶ

　第３６回県少年軟式野球選手権大会において、５年生の部
（４４チーム）で「豊浜少年野球ジュニア」、６年生の部（９０チ
ーム）で「柞田ＹＡ球王Ｊｒ」が初の栄冠に輝きました。

少年軟式野球県大会でＷ優勝
豊浜少年野球ジュニア 柞田ＹＡ球王Ｊｒ
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　都市緑化月間（１０月１日～３１日）に合わせて、グリ
ーンフェスティバルｉｎ観音寺が萩の丘公園で開催さ
れました。緑化推進啓発のために香川県造園協会三豊
支部が毎年行うイベントで、苗木の無料配布や、緑化
募金をしてくれた人に花などが当たる抽選会、緑化相
談などに早朝からたくさんの人が列を作っていました。
きれいな花を手に来場者は笑顔いっぱいでした。

26
10

27
10

26
10

29
10

　豊浜長寿会や体育協会が中心になり、豊浜地区のス
ポーツ大会が開催されました。参加したのは元気いっ
ぱいの小学生や自由参加の中学生、長寿会、自治会員
など約１，０００人。７つのグループに分かれて、大きな
パンツを仲良く２人ではいて走る恒例競技の「パンツ
でデート」や玉入れ、パン食い競争など１１競技に挑戦
し、会場は熱気と歓声、笑いに包まれていました。

にぎやかに世代を超えたスポーツ大会 きれいなお花大切に育てるよ！

9
11

10
11 生演奏を身近で聴いて感動！

　くれよん保育園の４、５歳児３１人が、三豊総合運動
公園に落ち葉拾いに出かけました。爽やかな秋晴れの
もとほんのり色付きかけた木々に「きれい、大きい葉
っぱ、どんぐりもある！」といろいろな色や形の葉や
木の実を拾っては友達と見せ合いながら秋を感じてい
ました。たくさん動いた後に友達ときれいな景色を見
ながら食べたお弁当はおいしかったことでしょう。

小さい秋見つけたよ！
　市立総合体育館で第３９回観音寺支部老人スポーツ大
会がありました。５４老人クラブ員約６５０人が参加。置
換競争や玉入れなど８競技と有志による踊りなどで昼
食をはさんでの約５時間、体を動かしたり応援したり
して親睦を深めました。ペタンク競技では、投げた玉
が輪の中に入ると大きな歓声や拍手が起こり喜び合っ
ていました。

　秋の全国火災予防運動期間に合わせて、市消防団大
野原方面隊約２００人が高丸池で鎮火祭を、豊浜方面隊
約１３０人が姥

うば

ヶ
が

懐
ふところ

池
いけ

で非常招集訓練を行いました。そ
の後、市消防団約５０人が消防自動車１１台で、地域や家
庭から火災を出さないようにと「防火パレード」を行
い火の用心を呼び掛けました。

　観音寺小学校で、ピアノとチェロのクラスコンサー
トがあり、演奏者の息づかいを感じながらのコンサー
トに感激の子どもたち。それぞれのソロやアンサンブ
ル演奏を通して楽器や音色の違いを感じた後、一緒に
校歌を演奏。「イメージを共有して共演できることは味
わいがある」との演奏者の言葉通り、アンサンブルを
楽しみました。　　（まちかど特派員　久保田由美子）

一人ひとりが火災予防に努めよう！

健康長寿を目指して楽しくスポーツ
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

　
　
　
　
　
　
　療
養
費
制
度

　医
療
費
と
介
護
費
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保

険
に
は
月
単
位
で
限
度
額
を
設

け
て
自
己
負
担
額
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

医
療
と
介
護
両
方
の
負
担
が
長

期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
重

複
し
て
い
る
世
帯
に
と
っ
て
、

家
計
の
負
担
は
軽
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
制
度
で
は
、
同
一
世
帯

内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
全
員
が
、
１
年
間
（
毎

年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
３１

日
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
自
己
負
担
を
合
計

し
、
そ
の
合
計
が
下
表
の
算
定

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
申

請
す
る
と
そ
の
超
え
た
金
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　支
給
対
象
者
に
は
、
香
川
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

　市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
、
月
額
５
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

　支
給
は
年
度
末
で
す
が
、
適

正
な
事
務
を
行
う
た
め
、
該
当

す
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
・
要
介
護
５

の
人
を
、
介
護
し
て
い
る
人

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　従
業
者
４
人
以
上
の
製
造
事

業
所
を
対
象
に
、
１２
月
３１
日
現

在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
記
入

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
調
査

の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
も
し
く
は
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
児

童
が
１８
歳
に
な
っ
た
年
度
末（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
２０
歳
未
満
）

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　平
成
２６
年
１２
月
手
当
分
か
ら
、

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

人
も
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
の
額
よ
り
低
い
場
合
に
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当

の
手
当
額
は
、
所
得
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

ら
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○

後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証

○

申
請
者
の
印
鑑

○

振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　（
被
保
険
者
本
人
の
口
座
以

外
へ
の
振
り
込
み
は
、
委
任

状
が
必
要
）

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

ね
た
き
り
者
在
宅
介
護
手
当

　
　
　
　
　
を
支
給
し
ま
す

「
児
童
扶
養
手
当
法
」の

　
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

所　得　区　分
算定基準額

（医療＋介護）

現役並み所得者 ６７万円

一　　　　　般 ５６万円

低所得者
Ⅱ ３１万円

Ⅰ １９万円

（注）算定基準額を超えた額が５００円以下
の場合は支給できません。

　　　計算期間：毎年８月１日から翌年
　　　　　　　　７月３１日までの１年間

案　件　名 観音寺市いじめ防止条例（案）

公 募 期 間
１２月１０日（水）～

　平成２７年１月９日（金）

提 出 方 法

指定の意見書に必要事項を明記の上、

下記へ郵送またはＦＡＸ、電子メール、

持参により提出

（郵送の場合は、当日消印有効）

提　出　先

〒７６９−１６９７（住所記載不要）

観音寺市教育委員会学校教育課

ＦＡＸ ０８７５−５４−５７１８

Eメール　gakkou@city.kanonji.lg.jp

資 　 　 料

設 置 場 所

学校教育課、市役所総合案内所、

各支所、市ホームページ

問い合わせ先 学校教育課　☎５４−５７１０

注意：電話や口頭、匿名での意見は不可

協
力
し
て
く
だ
さ
い

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査

パブリック・コメントを
募集します
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
の
自
立
促
進
の
た
め
、

教
育
訓
練
講
座
受
講
や
養
成
機

関
へ
の
通
学
な
ど
に
対
し
、
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○

自
立
支
援
教
育
訓
練

　
　
　
　
　
　
　給
付
金
事
業

　自
ら
の
能
力
開
発
の
た
め
に

指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し

て
、
修
了
し
た
場
合
に
、
経
費

の
２０
％
（
４
千
円
～
１０
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

○

高
等
職
業
訓
練
促
進

　
　
　
　
　
　給
付
金
等
事
業

　看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機

関
（
通
学
制
）
で
２
年
以
上
修

業
す
る
場
合
に
、
高
等
職
業
訓

練
促
進
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

（
上
限
２
年
）

　修
業
期
間
修
了
時
に
は
、
修

了
支
援
給
付
金
を
下
表
の
と
お

り
支
給
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

事
前
の
相
談
が
必
要

市
家
庭
児
童
相
談
室 

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
特
徴

○

顔
写
真
付
き
と
写
真
無
し
が

選
択
で
き
、
写
真
付
き
の
カ

ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す

○

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
後

本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用

で
き
ま
す

○

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
必
要
な

電
子
証
明
書
を
記
録
で
き
ま

す
（
別
途
、
申
請
手
数
料
が

５
０
０
円
必
要
）

転
出
後
も
継
続
利
用
が
可
能
に

　現
在
、
有
効
な
住
基
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
人
が
、
市
外
に

転
出
す
る
場
合
に
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
と
継
続
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
電
子
証
明
書
は
市
外
転
出
に

よ
り
失
効
）

カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　次
の
も
の
を
持
参
し
て
、
市

民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
と
健
康

保
険
証
等
の
確
認
書
類
２
点

②
印
鑑

③
手
数
料
５
０
０
円

④
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

す
る
場
合
は
、
６
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
（
無
帽
、

無
背
景
、
縦
４
・
５
㎝
×
横

３
・
５
㎝
）

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
及
び

父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

高等職業訓練促進給付金給付額

訓練促進
給付金（月額）

修了支援
給付金

市民税
非課税世帯

１００，０００円 ５０，０００円

市民税
課税世帯

７０，５００円 ２５，０００円
▲見本（総務省ＨＰより）

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

ス
イ
ッ
チ
付
き
節
電
タ
ッ
プ

を
使
用
す
る

○

家
電
製
品
の
購
入
時
に
は
省

エ
ネ
型
の
製
品
を
選
択
す
る

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

１２
月
６
日
（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

１２
月
２１
日
（
日
）

大
野
原
中
学
校

　農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
作
成
す
る
た
め
、
地
区
農

業
委
員
補
助
員
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
登
載
申
請
書
を
各
農
家

へ
配
付
し
、
平
成
２７
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
６

　寒
く
な
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
増
加
し
ま
す
。

　電
力
の
安
定
供
給
や
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
節
電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
節
電

○

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

定
期
的
に
掃
除
す
る

○

暖
房
の
設
定
温
度
は
２０
℃
を

目
安
に
す
る

○

設
定
温
度
を
上
げ
る
前
に
、

着
る
物
を
工
夫
す
る

○

冷
蔵
庫
は
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、

扉
の
開
閉
を
少
な
く
す
る

○

待
機
電
力
の
削
減
の
た
め
に

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

　
　
　
名
簿
登
載
申
請
書

節
電
に
努
め
て
く
だ
さ
い

資
源
回
収

　で
は
「
女
心
と
秋
の
空
」
は

い
つ
頃
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
？
イ
ギ
リ
ス
に
は
「
女
心
と

冬
の
風
は
よ
く
変
わ
る
」（
和
訳
）

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
、
西
洋
文
化

が
入
っ
て
き
た
こ
と
や
、
女
性

の
地
位
が
向
上
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
「
女
心
と
秋
の
空
」
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　他
に
も
「
男
は
度
胸
、
女
は

愛
嬌
」
な
ど
、
男
女
に
関
す
る

こ
と
わ
ざ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。　こ

と
わ
ざ
の
多
く
は
生
活
文

化
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、

そ
の
当
時
の
時
代
背
景
や
社
会

情
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。

　こ
れ
か
ら
新
た
な
こ
と
わ
ざ

が
生
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
方

を
特
別
視
す
る
も
の
で
は
な
く
、

と
も
に
認
め
合
う
よ
う
な
こ
と

わ
ざ
が
生
ま
れ
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
ね
。

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

　
『
○
心
と
秋
の
空
』

　次
の
こ
と
わ
ざ
は
、
移
ろ
い

や
す
い
秋
の
空
に
人
の
心
を
例

え
て
い
る
も
の
で
す
。

○
心
と
秋
の
空

　あ
な
た
は
、
○
の
中
に
ど
ん

な
言
葉
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た

か
。
男
？
女
？
実
は
ど
ち
ら
も

正
解
で
す
。
男
性
か
ら
見
れ
ば

「
女
心
」
の
方
が
、
女
性
か
ら
見

れ
ば
「
男
心
」
の
方
が
変
わ
り

や
す
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　も
と
も
と
は
「
男
心
と
秋
の

空
」
で
、
主
に
女
性
に
対
す
る

愛
情
が
変
わ
り
や
す
い
こ
と
を

指
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
こ

と
わ
ざ
が
で
き
た
の
は
江
戸
時

代
、
既
婚
女
性
の
浮
気
は
命
を

落
と
す
ほ
ど
の
重
罪
で
し
た
が
、

既
婚
男
性
の
浮
気
に
つ
い
て
は

寛
容
で
移
り
気
な
の
は
も
っ
ぱ

ら
男
性
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
室

町
時
代
に
演
じ
ら
れ
た
狂
言

「
墨
塗
」
に
も
「
男
心
と
秋
の
空

は
一
夜
に
し
て
七
度
変
わ
る
」

と
い
う
セ
リ
フ
が
あ
り
ま
す
。

月　日 １２月のスポーツ行事

１３・１４
第１１回柞田杯少年サッカー大会
９：００～／総合運動公園ほか１会場

１３
ｂｊリーグ２０１４−１５シーズン高松ファイブアローズホーム公式戦
１９：００～／市立総合体育館

１４

ｂｊリーグ２０１４−１５シーズン高松ファイブアローズホーム公式戦
１３：００～／市立総合体育館
第３５回三豊・観音寺地区空手道大会
９：００～／大野原会館

２０・２１
第５２回西讃バスケットボール大会
８：３０～／市立総合体育館

２７・２８
第３回観音寺ガールズサッカーフェスティバル
９：００～／総合運動公園

点 検 商 法 に 注 意
　「無料で点検します」と突然に点検作業に来訪し、「屋根瓦がずれている」「シロアリがいる」などと言っ

て消費者を不安にさせ、次々と不要な工事を契約させる『点検商法』の相談が寄せられています。

　点検や工事は内容が専門的で、消費者にとっては本当に必要な工事なのか、妥当な金額なのかが判断で

きないことがほとんどです。

　「今日なら安くできる」などと言って契約をさせようとしますが、その場ですぐに応じてはいけません。

家族や信頼できる人に相談し、冷静に判断しましょう。必要な工事であれば、複数の業者から見積もりを

取り、じっくり比較してから契約しましょう。　　　　　　　　　　西讃県民センター　☎２５−５１３５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光課商工係　☎２３−３９３３

問い合わせ先
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

２
２
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　観
音
寺
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
１
９
６

　交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
遭
っ
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁

判
に
か
け
る
こ
と
）
し
て
く
れ

ず
納
得
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局（
高

松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支
部
内
）

☎
０
８
７
７

−

２
３

−

５
２
８
１

１２
月
１０
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

当
事
者
の
経
験
か
ら
学
ぶ
、

交
流
会
・
情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

　公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下

の
場
合
に
は
、
所
得
税
・
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

○

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
・

復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
と

き
は
、
復
興
特
別
所
得
税
の

記
入
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

○

確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
税
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
税
務

課
市
民
税
係
（
☎
２３

−

３
９

　林
業
の
仕
事
を
し
て
い
て
、

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　以
前
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
人

に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
０
３

−

６
７
３
１

−

２
８
８
７

　香
川
県
最
低
賃
金
は
平
成
２６

年
１０
月
１
日
か
ら
、
時
間
額
＝

７
０
２
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
や
パ

ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。（
産
業
に
よ

り
、
特
定
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
）

香
川
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
１
９

公
的
年
金
等
を
受
給

　
　
　
し
て
い
る
人
へ

検
察
審
査
会
を

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　
　
使
用
者
も　
労
働
者
も

統
合
失
調
症
家
族
教
室

情
報

掲
示
板

お
知
ら
せ

注

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑱

ま
ち
を
創
造
す
る
仕
組
み

企
画
課

　☎
２３
ー
３
９
１
７

⑧
「
総
合
振
興
計
画
」
策
定
へ
の

参
加
と
協
働

　ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
の
政

策
を
詳
細
に
記
述
し
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
具
体

的
に
記
述
し
た
も
の
が
「
総
合

振
興
計
画
」
で
す
。「
総
合
振
興

計
画
」
は
、
自
治
の
運
営
（
ま

ち
づ
く
り
）
を
総
合
的
・
計
画

的
に
行
う
た
め
の
基
本
に
な
る

計
画
で
、
策
定
過
程
へ
の
市
民

の
参
加
と
協
働
に
関
す
る
事
項

は
、
自
治
基
本
条
例
で
規
定
す

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

（
計
画
策
定
の
原
則
）

第
○
条

　基
本
構
想
、
基
本
計

画
及
び
実
施
計
画
（
以
下
「
総

合
振
興
計
画
」
と
い
う
。）
は
、

自
治
基
本
条
例
の
理
念
に
の
っ

と
り
、
策
定
、
実
施
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、
多
く
の
自
治
体
で
す

で
に
市
民
参
加
は
行
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
こ
れ
を
自
治
基
本

条
例
で
位
置
付
け
、
普
遍
化
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
一
般
の
市
民
が
計

画
策
定
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
、

多
様
な
参
加
の
方
法
を
工
夫
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

（
計
画
策
定
等
へ
の
参
画
）

第
○
条

　市
の
執
行
機
関
は
、

基
本
構
想
、
基
本
計
画
及
び
各

施
策
の
基
本
と
な
る
計
画
の
策

定
等
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
条

第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
を

用
い
て
、
市
民
の
参
画
す
る
機

会
を
保
障
す
る
も
の
と
す
る
。

　ま
た
、
総
合
振
興
計
画
の
進

捗
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ

の
評
価
を
行
い
、
見
直
し
も
市

民
参
加
で
行
う
必
要
性
を
定
め

た
条
例
も
存
在
し
ま
す
。

（
計
画
策
定
に
お
け
る
市
民
参

加
の
原
則
）

第
○
条

　市
は
、
総
合
振
興
計

画
に
つ
い
て
、
評
価
に
基
づ
い

た
進
行
管
理
に
努
め
、
市
民
参

加
の
も
と
、
柔
軟
に
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　次
回
は
、「
⑨
意
見
聴
取
手
続
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

１２
月
１６
日
（
火
）
～
１８
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

１２
月
１５
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

１２
月
７
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
２
時

旧
競
輪
場
第
一
投
票
所
前

漁
協
の
水
産
加
工
品
実
演
販

売
、
農
産
物
販
売
（
野
菜
、

果
物
、
花
な
ど
）、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
和
太
鼓
演
奏
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ハ
マ
チ
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
試
食
会
、
お
魚
つ

か
み
取
り
）、
抽
選
会
な
ど

「
い
り
こ
祭
り
」
同
時
開
催
！

三
豊
郡
漁
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　☎

２５

−

３
９
６
３

１２
月
７
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
２
時

旧
競
輪
場
第
一
投
票
所
前

い
り
こ
体
感
イ
ベ
ン
ト
「
イ

リ
コ
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ
！
」、

い
り
こ
模
擬
せ
り
体
験
、
い

り
こ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
う
ど

ん
と
い
り
こ
飯
の
販
売
、
い

り
こ
グ
ッ
ズ
や
物
産
の
直
売
、

郷
土
料
理
の
試
食
な
ど

観
音
寺
市
観
光
協
会

　

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

１２
月
７
日
（
日
）

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園

森
林
の
館

公
園
の
植
物
で
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
、
生
演
奏
会

３０
人
（
先
着
順
）

８
０
０
円
（
リ
ー
ス
材
料
費
）

リ
ー
ス
作
り
は
１２
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

同
公
園
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

５
７

−

６
５
２
０

正
月
用
寄
せ
植
え
実
習

１２
月
１４
日
（
日
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
４５
分

坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事

務
所
（
旧
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
）

寄
せ
植
え
実
習
、
園
芸
相
談

先
着
１０
人

３
千
円
（
材
料
費
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
質
問
事
項
を
明

記
の
上
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
事
務
所

へ
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

６
８
２
０

Ⓕ
０
８
７
７

−

４
３

−

５
２
１
３

kan
sy

ou
ry

oku
ti@

rh
y
th

m
.

ocn
.n

e.jp

就
農
相
談
窓
口

と
れ
た
て
の
お
さ
か
な
大
集
合

観
音
寺
・
三
豊
お
さ
か
な
市
２
０
１
４

　
　
活
魚
・
鮮
魚
の
大
即
売
会

第
５
回
観
音
寺
・
伊
吹

　
　
　
　
い
り
こ
祭
り

森
林
の
寺
子
屋
教
室

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

料料 注

相
　談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

★工作教室
　オーナメントをつくろう！
★おはなし会
　絵本「しろちゃんとはりちゃん」ほか

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

今月のおすすめ本

休館日　　　  　　１・８・15・22 日　　　
年末年始の休館日　29 日（月）～ 1 月３日（土）

★おはなし会
★古典文学講座

13日（土）　　　10：30～11：30
20日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「赤毛のアン」　村岡花子  訳（新潮社）

６日（土）　　13：30～14：10
27日（土）　　10：30～11：10
９日（火）　　11：00～11：30
12日（金）　　13：30～

中央図書館

豊浜図書館
６日（土）　　13：30～14：30

27日（土）　　10：30～11：00

Ｈａｐｐｙ  ｗｉｎｔｅｒ
特集

「全国グルメ列車ガイド」
牧窪真一/ 編

ネコ・パブリッシング/出版

「バタークリームのテクニック」
熊谷裕子/ 著　旭屋出版MOOK/出版

目的地まで、食事と景色を楽しみな
がら極上の旅を満喫できる１冊です。

ヨーロッパで昔から愛されてきたバタ
ークリーム。これまでのイメージが大
きく変わる新感覚のバタークリームを
たっぷり紹介！

木枯らし吹く寒い
夜を、ＨＯＴに過
ごしませんか♥

冬を楽しむ本を
集めました♪

会場旧競輪場
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

中田井町

柞 田 町

豊浜町箕浦

大野原町大野原

植 田 町

池之尻町

大野原町大野原

白川　　穣＝

高橋　良幸＝

石川　茂行＝

浅野　静男＝

清水　真吾＝

近藤　　清＝

三好　桂子＝

㈲ 多田・組＝

大西　　均＝

大西　周子＝

礒野　房江＝

多田　京平＝

片山　一哉＝

植 田 町

柞 田 町

柞 田 町

三本松町

三本松町

柞 田 町

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１０日（水）・２４日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１７日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ３日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）　事前

に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　４日（木）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　 ４日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

９日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１０日（水）午後１時３０分～午後

４時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　４日（木）・１８日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ４日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１４日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　３日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室

　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　９日（火）午前１０時

～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　２日（火）・１６日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ４日（木）・１８日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ２日（火） 

・１６日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　 ３日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議室

／　１６日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日・祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

　　　　 mazu1po@city.kanonji.lg.jp
行政相談　☎２３−３９１５　　１９日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所
所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

メール相談

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所
ほ
こ
り
や
ご
み
な
ど
を
こ
ま

め
に
掃
除
す
る

○

変
質
灯
油
（
昨
シ
ー
ズ
ン
の

持
ち
越
し
灯
油
な
ど
）
は
使

用
し
な
い

○

１
時
間
に

　１
、
２
回

　程
度
換
気
を
す
る

火
災

２
、２
９
８
件

10
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

10
31

救
急

　石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
石
油

燃
焼
機
器
は
、
小
型
で
移
動
が

容
易
に
で
き
、
操
作
も
簡
単
な

こ
と
か
ら
多
く
の
家
庭
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
冬
に
な

る
と
、
石
油
燃
焼
機
器
に
よ
る

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　安
全
・
快
適
に
使
用
す
る
た

め
に
、
正
し
い
使
用
方
法
や
手

入
れ
の
方
法
を
再
確
認
し
、
変

な
音
や
臭
い
、
機
器
が
異
常
に

熱
く
な
る
な
ど
少
し
で
も
お
か

し
い
と
思
っ
た
時
は
、
早
め
に

販
売
店
や
専
門
業
者
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
チ
ェ
ッ
ク
！

○

カ
ー
テ
ン
や
燃
え
や
す
い
も

の
の
近
く
で
使
用
し
な
い

○

ス
プ
レ
ー
缶
を
近
く
に
置
か

な
い
、
近
く
で
使
用
し
な
い

○

洗
濯
物
を
上
に
干
さ
な
い

○

火
を
消
し
て
か
ら
給
油
す
る

○

石
油
燃
焼
機
器
や
置
き
台
の

石
油
燃
焼
機
器
は　
上
手
に

使
い
、
上
手
に
お
手
入
れ

チャイルドシート寄付

一般寄付

物品寄付

１０月１日～３１日（敬称略）

香典返し
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14

21

28

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

6

13

20

27

5

12

19

26

ふれあい広場

３カ月児健診

のびのび教室

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

西山整形外科医院

今川内科医院

森歯科医院

こまつ薬局古川

ケイ・アイ薬局

パパママ教室

古川町  ☎25－0107

豊中町  ☎62－2052

昭和町  ☎25－2077

古川町  ☎56－0555

豊浜町  ☎52－1818

ふれあい広場

筋力つけんな～教室
9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

22

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,722 
30,137 

24,355 
32,585 

献血

献血

鹿
かな

隈
くま

鑵
かん

子
す

塚
づか

古墳① （流岡町）観音寺市の
　古墳文化

１１月１日現在
 外国人を含む

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

年末年始休み
26日13：00～１月４日

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
共同福祉施設軽運動室

（９：００～１２：００）

豊福
共福

のびのび教室

10カ月児相談

骨密度測定

高室医院
細川病院
はまだ歯科・矯正クリニック
ナショナル調剤薬局
姫浜調剤薬局

石川医院

森クリニック

小林歯科医院

ひまわり調剤薬局大野原

姫浜調剤薬局

辻整形外科医院

嶋田内科医院

クロダ歯科医院

ひまわり調剤薬局三豊

渡辺ハートクリニック内科

森川整形外科病院

ファーマシィ観音寺薬局

ケイ・アイ薬局

河田病院

西香川病院

快生堂茂木調剤薬局

ケイ・アイ薬局

13:30 ～ 15:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 11:30

医

医

医

医 医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

薬

木

保

保

保

木

木

保

保

高

高 いき

いき

いき

はつらつ会

愛あいサークル
9:00～11:00

9:00～14:00

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

大集

ぴよぴよクラブ

健康栄養相談

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

育児相談

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康栄養相談

さわやか栄養教室

　観音寺茶話会

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康相談

１歳６カ月児健診

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

３歳児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

　観音寺茶話会

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 13:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市H25年 5 月生まれ）

旧観音寺市 H26 年 9 月生まれ

（旧観音寺市H23年 5 月生まれ）

ふれあい広場

筋力つけんな～教室

いき

ふれ

大集

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

はつらつ会

愛あいサークル

もぐもぐレッスン

ふれあい広場

元気なのぅ（脳）～教室

一ノ谷公民館

柞田構造改善センター

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

10:00 ～ 11:30

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 13:00

9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

要予約

要予約

要予約

　市内で最初に築造された本格

的な古墳です。直径２７．６ｍの円

墳には埋葬施設が２カ所あった

ようです。右の写真は埋葬施設

のうち第２主体部と呼ばれるも

ので、小型の竪穴式石室には女

性が葬られており、ヤリガンナ

（木工具の一種）と炭化した植物

（カラスウリ）が副葬されていました。

高屋町  ☎25－8311

詫間町  ☎83－2211

豊中町  ☎62－3500

高屋町  ☎56－0012

豊浜町  ☎52－1733

大野原町☎54－5511

三野町  ☎72－1567

詫間町  ☎83－6333

大野原町☎56－4120

豊浜町  ☎52－1733

池之尻町☎57－1100

三野町  ☎73－5178

茂木町  ☎25－8348

豊浜町  ☎52－5100

植田町  ☎23－2022

高瀬町  ☎72－5661

植田町  ☎57－6860

豊浜町  ☎52－1818

茂木町  ☎25－3668

高瀬町  ☎72－5121

茂木町  ☎57－5117 

豊浜町  ☎52－1818

常

保

保

常

いき

いき

はつらつ会

３歳児健診

はつらつ会
10カ月児相談

愛あいサークル
ゆう酸素リフレッシュ体操
ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 16:00

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

12月の納税・納付

固定資産税・都市計画税　（３期）
後期高齢者医療保険料　　（６期）
納期限　12月 25日（木）

納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

☎　２３−３９６４
☎　２３−３９６２
☎　２５−７７９１

高
常
木
伊

大集

旧常

旧競

旧常

大野原中央集会場
旧競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
旧常磐幼稚園
愛育会行事愛

高

伊

高

常

（H26 年６月生まれ）

（大野原町・豊浜町Ｈ26 年
  2 月・3 月 生 ま れ ）

（大野原町・豊浜町Ｈ23 年
 ５月・ ６月 生 ま れ ）

共福

旧競

１２

（旧観音寺市H26年 2 月生まれ）

愛

愛


